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ひとつであると言える。作品から漂うある種のアバウトさは作者と鑑賞者との間に感性と感性との交流を生
み、会話しているかのような感覚に陥る。絵画というのは、言い切るように提示するものではなく、感覚的
な共有で良いという価値観を見出している。 
以上のように、正しいものは本当にあるのかと問題提起し、自身の作品に反映させた本論文は学位論文と
して、審査員全員の協議の結果、合格と判定した。 
 
 
